
校長会資料（令和５年１０月）

確かな学力の向上をめざして【10月】

グローバル社会において世界で活躍する人材を育成するために
～児童生徒の英語によるコミュニケーション能力の向上のための授業改善～

令和５年度全国学力・学習調査では、中学校英語の調査が４年ぶりに実施されました。
「話すこと」調査も含めた鳥取県の調査結果は、令和元年度の前回調査に続いて課題の大
きい結果となりました。

しかし、生徒質問紙の回答状況を見てみると、ほとんどの質問項目で、約８割の生徒が肯定的に解答
しており、全て全国平均を上回っています。 これは中学校だけでなく、小学校から先生方が学習指
導要領の趣旨に基づいた言語活動を中心とした授業を実践した成果であり、生徒自身がそれを実感
しているという結果が表れていると言うことができます。

でも、授業づくりを
がんばって、いろん
な工夫をしているの
に、子どもたちの力
を伸ばしきれていな
いのはもったいない
なあ・・・

＜教科に関する調査＞
すべての領域で課題があるが、特
に表現の領域の正答率が低い

-3.6ポイント
（R1: -2.0ポイント）

中学1、2年生の時に受けた授業では＜質問紙調査＞ ※英語に関する質問を抜粋

「話すこと」調査
は、当日実施校と
期間内実施校に分
けて実施しました

子どもたちの力を伸ばすために、どんな授業づくりが必要？



言語活動の内容だけでなく、子どもたちの思考や習得の流れを意識したやり方を
工夫し、言語活動をより効果的に実施していきましょう。
（１）「中間指導・共有」と「言語活動」の繰り返し
☞やりっぱなしで終わらない！ 活動の中でも成長を実感させる！

（２）「理解や練習のための活動」と「言語活動」の往還
☞インプットとアウトプットのバランスを！「からっぽ」だと何も出てこない！

（３）「目的・場面・状況」に応じた見方・考え方を働かせる指導
☞普段の生活で言葉を使う時には、常に「目的・場面・状況」がある！

（４）複数の技能・領域の言語活動を結び付けた「領域統合」
☞最後に「書く」活動を行うことですべての技能・領域をつなげる！

中部教育局

言語活動の内容とやり方を見直そう！

言語活動を通して子どもたちの力を伸ばすために

自分の今の力で「まずは１回
やってみる」ことで、自分ので
きていることや課題に気づく！
☞〇〇って言いたいのにな・・・ 成長の

実感！

中間指導や共
有で得た知識
を使って１回目
よりもできること
が増える！
☞〇〇の言い方
が分かって今回
は伝えられた！

言語活動の「目的・場
面・状況」を提示する
ことで「見方・考え方」
が働く！
☞何を伝えようかな？
どんな表現をどんな
順番で使おうかな？

最後に「書く」活動
で思考の整理と言
語の正確性を指導

初対面のALTに自分
のことを知ってもら
うために英語で詳し
く自己紹介しよう

☞文字だけ
で伝えるに
は正確さが
必要だな！

「思考・判断・表現」と「知識・技能」を行き来（往還）するこ
とで「生きて働く知識・技能」が身に付く！
☞〇〇って何て言うんだったっけ？ もう一度確かめてみよう！

単元の計画は

「ピラミッド型」から「漆塗り型」へ！

最後はやりっぱなしで終わることも？ 気づい
たことや課題を次に改善する機会がない

単元末の言語活動に向けて、
理解や練習をはさみながら言
語活動を何度も繰り返すこと
で、少しずつ改善しながら成
長していく流れができるね！漆を少しずつ塗り重ねていくように、

改善を繰り返しながら着実に進歩

この流れは、
他の教科でも
応用できそう
だね！

☞「伝え合ったことを書く」
「『聞いて・読んで』理解し
たことを基に伝え合う」等

領域統合

県教育委員会では授業改善に役立つ動画や資料をたくさん公開しています。
まだ訪れたことがない方も、ぜひ「とっとり学びの部屋」におこしください！

英語訪問でも
発信中だよ！


